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バルノック DGMによる NBRの加硫

前回1) に引き続きブチルゴム以外のゴムに関するキノ

イド加硫系の応用については，次のような例がある．

まず， NR,SBR, CRについて， pーキノンジオキシム

（パルノック GM),p, p'ージベンゾイルキノンジオキシ

ム（バルノック DGM)加硫系，硫黄促進剤加硫系とそ

れらの併用加硫系との比較検討を横山2) が行っている．

また， p,p'ージベンゾイルキノンジオキシムでクロロス

ルフォン化エチレンプロヒ゜レンコーボリマーの検討も行

われている3), W. Redetzky によると， EPTに含まれ

ている共重合ジェンによって， p,p'ージベンゾイルキノ

ンジオキシムによる架橋度がかなり左右されるとのこと

であるが，詳細は不明である．

CR, 塩素化ボリエチレン，ハイパロン，塩素化 EPD

M等のハロゲン化ゴムにハイドロパーオキサイド，また

はケトンパーオキサイドと pーキノンジオキシム等のオ

キシム類を併用することにより，室温で加硫が可能5) で，

また， pーキノンジオキシムと水添ロジンとの併用系では

EPT, SBR, NR等の不飽和ゴムの100℃以下での低温加

硫も可能であるりまた， EPDMについて，ハイドロパ

ーオキサイドとオキシム類を併用することにより，広範

囲の低温加硫が可能となり，この方法は SBR,CR等の

ゴムにも適応できることから，これらのゴムのプレンド

系での共加硫にも応用できる 7) ことも発表されている．

さて，前回1)に引き続き今回も NBRのキノイド加硫

について検討を行ったので紹介する．

NBRのキノイド加硫機構は NRのキノイド加硫機

構゚ ）から， NBRの N,N'ージニトロソーpーフェニレン一

ビス（ハイドロアミン）のトリエチルアミン塩による加

硫機構゜）と類似していると考えられる．

1. 実験

1-1 配合（基準配合）

NBR (ハイカー1042)

ステアリン酸

亜鉛華

SRFカーボン

1-2 供試試料

No. 

I Pb,04 (10)+バルノック DGM(9) 

2 Pb,04 (10) +バルノック DGM(9) 

＋ノクラック MBZ(0. 5) 

3 Pb,04 (10)+バルノック DGM(9) 

＋ノクラック MBZ(1.0) 

4 Pb304 (10) +バルノック DGM(9)+ノクラッ

クMBZ(0. 5) +ノクセラー D (0. 5) 

5 Pb3切 (10)+バルノック DGM(9)+ノクラッ

ク MBZ(0.5)+ノクセラー DM(0, 5) 

6 p切04(10)+バルノック DGM(9)+ノクラッ

ク MBZ(0, 5)+スコノック /0.5)

7 PbO (10)+バルノック DGM(9) +ノクラッ
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表 1 ムーニースコーチおよびレオメーター試験結果

試料
ムーニースコーチ レオメーター

- - - - - -
No. 

V m t. I 36 t △ 30 t 10 ,.。 Mげ M11F** 

I 53.0 31'00" 7510011 牡 10011 8'40" 39'20" 4.4 28.4 

2 53.8 4410011 99'45" 5514511 1010011 33'00" 4.5 25.6 

3 55.8 5713011 112'1511 54'45" 10'40" 27'30" 4. 5 23.3 

4 52.0 47'00" 94'20" 47'20" 10'30" 33'50" 3.8 24. l 

5 56.8 45'20" 83'40" 38'20" 910011 30'50" 3. 7 25.4 

6 55.2 41'00" 95'00" 54'0011 10'00" 34'20" 4.3 25.8 

7 54.6 23'25" 30'52" 7'27" 5'30" 11'30" 3.5 16.4 

8 9'3011 27'40" 4.3 35.5 
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2. 

クMBZ(0. 5)+ノクセラー DM(0. 5) 

Pb30、(10)+バルノック DGM(14) 

実験結果

2-1 ムーニースコーチおよびレオメーター試験

ムーニースコーチ試験 JIS K 6300-74に準拠，

ML-I, 125℃ 

レオメーター試験振動数 6cpm, 振幅角士 3'I

150℃，結果を表 1に示す．

2-2 加硫試験

JIS K 6301-'75に準拠，加硫温度150℃，結果を表 2

に示す．

2-3 熱老化試験

JIS K 6301-'75に準拠，テストチュープ老化試験機

老化条件 120℃ X 168時間，結果を表 3に示す．
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加硫試験結果
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表 3

老 化 前 老 化 後
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